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まとめ
　今回の縦断的調査結果から、園タイプによる達成率評価の違いを新たな側面で捉えることが
できた。すなわち、どのような経験、経過の上に立っ今の状態か、との視点で調査結果の到達
率を見直すことにとよって、すなわち発達の道筋が違っていると見ることによって・保育のあ
り方により関連づけてこの調査結果を考えることができる。
　それぞれの保育実践は、地域性や子どもの実情に応じて作成された園独自の教育計画によっ
て展開されており、その教育的基盤の上で子どもの発達がなされていく。また・今の幼児教育
は「心身諸側面の相互関連による、多様な経過をたどる発達」「個人の特性に応じた保育」が
基本とされており、発達の経過は様々であることが前提とされている。今回の結果において保
育スタイルによって発達の経過が異なる傾向が伺えたのは当然と言え、幼稚園教育要領のねら
いは「幼稚園修了までに達成することが望ましい」ねらいであり、さらに子どもの成長はその
後も続くものであるから、一っ一っの時点で達成率はあくまでも「経過」として考えておくこ
とが重要であると考える。しかし、今回示された園スタイルによる発達経過の違いは、無理の
無い、円滑な発達を促すための保育のあり方にかかわる示唆を含むものとして・さらに検証を
進める予定である。
　個々の子どもの具体的な発達経過の検討、指導計画や子どもの具体的な経験活動と行動発達
との関連、子どもを見るときの評価軸、評価の信頼性の検討なども今後の課題としていきたい。
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